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アーバンインフラ・テクノロジー推進会議の概要紹介 

 
アーバンインフラ・テクノロジー推推進会議（ＵＩＴ）は、1988（昭和 63）年 5 月 26 日に設立され

た任意団体です。「技術研究発表会」や「展示会」等の各種コンベンションと｢見学会｣、｢講演会｣、｢懇談
会｣等の活動を通じて、広く都市インフラとその技術の開発を行っている民間企業と、それらの成果を都
市づくりに活用する全国の自治体等が、アーバンインフラおよびテクノロジーに関する啓発と技術開発
の促進、その成果の都市づくりへの普及・活用により、高度で豊かな都市社会の実現に寄与することを目
的としています。 

 
■設  立 1988(昭和 63)年 5月 26 日 
■会  員 多くの分野の民間企業の正会員、特別会員(国、地方自治体・独立行政法人・団体、学

識経験者）、研究会員（ＵＩＴ功績があった個人）により構成  
■組  織 組織体制は組織図のとおり 
■主な活動 
技術研究発表会 
創立以来、論文公募の発表会と依頼論文の発表会を隔年に開催していたが、1997（平成 9）年（第 8
回）以降は論文公募を毎年実施し、広く産・学・官の交流を中心に「技術研究発表会」（東京会場）を
開催。さらに、2007（平成 19）年度からは、技術研究発表会（東京会場）で表彰された論文の発表等、
「都市づくりについての技術研究発表と講演会」（大阪会場）も開催。 

交流展示会 
創立以来、大規模の展示会を数年に 1回開催し、1998（平成 10）年以降よりパネル展示を主体にして
技術研究発表会（東京会場）と同会場にて併せて開催。2020（令和 2）年から技術研究発表会の特設
サイトへ同時掲載。 

講演会・意見交換会 
年に講演会３回程度と、記念講演会を２～３回程度開催。 
他に国土交通省都市局の課長、室長らを講師に迎え講演会及び意見交換会を年２～３回程度開催。 

都市基盤施設整備見学会  
首都圏及び地方で年に３回程度開催。  ＊東京近郊２回、関西地区１回等  

その他  
1.都市基盤技術サイト運営事業  
都市基盤技術の海外展開やシティセールスにあたり、日本の民間企業の有する都市基盤技術等に関す 
る情報を総合カタログ的に取りまとめ、インターネットを通じて広く国内外に発信するサイトを運営。 
また、ＳＮＳを活用した情報の発信等。 

2 .  スマートシティ・ワーキンググループ  
2019年より東京大学大学院工学系研究科 教授 羽藤英二先生 (UIT 副会長) に指導を仰ぎながら、
国土交通省の関係職員も交え、スマートシティに関する研究を進める。  
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■各部会の役割 

企画運営部会･･･年間活動計画や組織などＵＩＴ全般に係る検討 
講演会、見学会、意見交換会等のイベントは事務局が実施 
調査研究委員会は調査を受託した場合に、評議員会の承認を得て設置 

技術交流部会･･･技術研究発表会や展示会に関する企画・運営（各委員会の開催）  
広報部会･･･････ＨＰの更新、インターネット等を活用した広報、機関誌、ニューズレター等 

副 会 長 

会  長 

最高顧問 

論 文 審 査 委 員 会 
 

展 示 委 員 会 

技 術 交 流 部 会 
 

調 査 研 究 委 員 会 

広 報 部 会 

企 画 運 営 部 会 
 

技 術 研 究 発 表 委 員 会 
 

総  会 

監  事 

事 務 局 

評議員会 

■UIT会員数（121） 
◆正会員   24 社 
◆特別会員     
 ◇国、自治体 73 機関 
 ◇公共団体  13 機関 
 ◇学識経験者 11 名 

スマートシティ・ワーキンググループ 
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アーバンインフラ・テクノロジー推進会議 

会員名簿 

 

◆正会員（企 業）       ◆特別会員 （1.地方公共団体・国） 

1 大阪ガス㈱  1 北海道 34 広島県 67 堺市 
2 小田急電鉄㈱  2 青森県 35 山口県 68 神戸市 
3 ㈱オリエンタル 

コンサルタンツ 
 3 岩手県 36 徳島県 69 岡山市 

  4 宮城県 37 香川県 70 広島市 
4 鹿島建設㈱  5 秋田県 38 愛媛県 71 北九州市 
5 京王電鉄㈱  6 山形県 39 高知県 72 熊本市 
6 京浜急行電鉄㈱  7 福島県 40 福岡県 73 国土交通省 
7 清水建設㈱  8 茨城県 41 佐賀県 
8 西武鉄道㈱  9 栃木県 42 長崎県 
9 大成建設㈱  10 群馬県 43 熊本県 

10 ㈱竹中工務店  11 埼玉県 44 大分県 
11 東海旅客鉄道㈱  12 千葉県 45 宮崎県 
12 東京ガス㈱  13 東京都 46 鹿児島 
13 東急電鉄㈱  14 神奈川県 47 沖縄県 
14 東京地下鉄㈱  15 新潟県 48 札幌市 

15 
東京電力エナジー 

パートナー㈱ 
 16 富山県 49 仙台市 
 17 石川県 50 秋田市 

16 ㈱東芝  18 福井県 51 取手市 
17 東武鉄道㈱  19 山梨県 52 宇都宮市 
18 西日本旅客鉄道㈱  20 長野県 53 さいたま市 
19 ㈱日建設計総合研究所  21 岐阜県 54 越谷市 
20 ㈱日本設計  22 静岡県 55 千葉市 
21 東日本旅客鉄道㈱  23 愛知県 56 木更津市 
22 阪急電鉄㈱  24 三重県 57 江東区 
23 三井不動産㈱  25 滋賀県 58 横浜市 
24 三菱地所㈱  26 京都府 59 川崎市 

   27 大阪府 60 相模原市 
   28 兵庫県 61 新潟市 
   29 奈良県 62 浜松市 
   30 和歌山 63 静岡市 
   31 鳥取県 64 名古屋市 

   32 島根県 65 京都市 
   33 岡山県 66 大阪市 
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◆特別会員 （2.法人、団体等）           ◆特別会員 （3.学識経験者） 

74 (一財)国土技術研究センター  87 浅野 光行 
75 (一財)電力中央研究所  88 伊藤 滋 
76 (公財)都市活力研究所  89 太田 勝敏 
77 (独)都市再生機構  90 尾島 俊雄 
78 (一社)日本運動施設建設業協会     91 越澤 明 
79 (一社)日本公園施設業協会  92 髙橋 洋二 
80 (一社)日本公園緑地協会  93 田尻 要 
81 (公社)日本交通計画協会  94 中村 英夫 
82 (株)日本政策投資銀行  95 羽藤 英二 
83 (一社)日本地下鉄協会  96 花木 啓祐 
84 (一社)日本鉄鋼連盟  97 蓑原 敬 
85 (一財)民間都市開発推進機構  
86 (一財)都市みらい推進機構  
  

 

 

◆会員数 内訳 

項 目 数 合計 
正 会 員 （企業） 24 24 
特別会員 （地方公共団体） 47 

86 
特別会員 （地方公共団体／市区） 25 
特別会員 （国） 1 
特別会員 （法人、団体等） 13 
特別会員 （学識） 11 11 

正 会 員 24 
121 

特別会員 97 
 

 

 

 

 

 

 

2023.7.1 現在 
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アーバンインフラ・テクノロジー推進会議 

役員名簿 
 

◆評議員 

職 名 所 属 ・ 役 職 氏 名 

会 長 東京海洋大学 名誉教授 髙橋 洋二 

副会長 東京大学大学院 工学系研究科 教授 羽藤 英二 

副会長 日本大学 理工学部土木工学科 教授 中村 英夫 

評議員 鹿島建設株式会社 開発事業本部 本部次長 梅田 慎介 

評議員 清水建設株式会社 営業総本部 街づくり推進室長 山寺 道隆 

評議員 大成建設株式会社 都市開発本部 プロジェクト開発第一部 部長 原田 憲雄 

評議員 株式会社竹中工務店 開発計画本部長 中津 淳 

評議員 株式会社日建設計総合研究所 主席研究員 安藤 章 

評議員 
東日本旅客鉄道株式会社 常務執行役員 グループ経営戦略本部 
品川・大規模プロジェクト推進部門長 

髙橋 武 

評議員 三井不動産株式会社 建設企画部長 雨宮 克也 

評議員 三菱地所株式会社 執行役員 コマーシャル不動産戦略企画部長 井上 俊幸 

評議員 東京都 都市整備局 都市基盤部長 長尾 肇太 

評議員 独立行政法人都市再生機構 技術監理部 部長 冨田 耕平 

評議員 早稲田大学 名誉教授 尾島 俊雄 

 
◆監 事 

監 事 小田急電鉄株式会社 小田急総合研究所 部長 久保田 勤 

監 事 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 常務役員 河野 俊郎 

 
◆顧 問 

最高顧問 東京大学 名誉教授 伊藤 滋 

 

2024.8.1 現在 
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アーバンインフラ・テクノロジー推進会議 

規   約 

 

第１章 総 則 
（名 称） 
第１条 この推進会議は、アーバンインフラ・テクノロジー推進会議（以下「本会」）という。 
 
（事務所） 
第２条 本会の事務所は、東京に置く。 
 

第２章 目的及び事業 
（目 的) 
第３条 本会は、展示会や技術研究発表会等各種のコンベンションの開催を通じて、広くアーバン・イン
フラとアーバン・テクノロジーの開発を行っている民間企業とそれらの成果を都市づくりに活用する
全国の自治体等に呼び掛け、より高度な都市基盤施設に関する啓蒙及びそれを支えるハード、ソフト
の新しい技術の開発促進並びにその成果の都市づくりへの普及・活用を図り、高度で豊かな都市社会
の実現に寄与することを目的とする。 

 
（事 業） 
第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) アーバン・インフラおよびテクノロジーに関する技術研究発表会の開催 
(2) アーバン・インフラおよびテクノロジーに関する展示会、講演会、シンポジウム、セミナー、研
究会等の開催 
(3) 関係官庁その他各種機関に対する建議及びこれら各種機関からの諮問に対する答申 
(4) 資料の収集及びその提供 
(5) その他本会の目的にかなう諸事業 

 
第３章 会 員 

（種 別） 
第５条 本会の会員は、次のとおりとする。 

(1) 正 会 員 本会の目的に賛同する法人 
(2) 特別会員 本会の目的に賛同する官公庁若しくは公的機関及び学識経験者 
(3) 研究会員 本会の目的に賛同し、前条の事業に対し多大な功績があった者で、第３条の目的を達
成するために必要と認めた者 

2 総会において議決権を行使できる会員は、正会員及び特別会員とする。 
 
（会 費） 
第６条 会員は、総会において別に定める年会費を納入しなければならない。ただし、特別会員及び研究
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会員は、年会費の支払いを要しない。 
 
（入 会） 
第７条 本会の会員になろうとする者は、入会申込書を会長に提出し、評議員会の承認を得なければなら
ない。 

 
（会員資格の喪失） 
第８条 会員は、次の各号の一に該当する場合は、その資格を失う。 

(1) 退 会 
(2) 解散又は死亡 
(3) 除名 

 
（退 会） 
第９条 会員が退会しようとするときは、理由を付して会長に退会届を提出しなければならない。退会届
が受理されたときから会員としての資格を失う。 

 
（除 名） 
第１０条 会員が次の各号の一に該当するときは、総会において正会員総数の４分の３以上の議決により、
これを除名することができる。 

(1) 本会の会員としての義務に違反したとき 
(2) 本会の名誉をき損し、又は本会の目的に反する行為をしたとき 

 
（拠出金品の不返還） 
第１１条 既納の金品は、いかなる理由があっても返還しない。 
 

第４章 役 員 
（種別及び員数） 
第１２条 本会に次の役員を置く。 

(1) 会 長   1 名 
(2) 副会長   2 名以内 
(3) 評議員  30 名以内 
(4) 監 事   2 名以内 

 
（役員の選任） 
第１３条 会長、副会長、評議員及び監事は、総会において会員（研究会員は除く。以下第２３条を除き、
第３６条まで同じ。）のうちから選任する。ただし、評議員はその２分の１以上を正会員のうちから、
監事は正会員から、それぞれ選任するものとする。 

2 評議員及び監事は、相互に兼ねることができない。 
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（職 務） 
第１４条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、会長があらかじめ指名した順序
により、その職務を代行する。 

3 評議員は、評議員会を構成し、その議決及び総会の議決に基づいて会務の執行に当る。 
4 監事は、次の各号に定める職務を行う。 

(1) 本会の財産の状況及び本会の業務の執行状況を監査し、その結果を総会に報告すること。 
(2) 本会の財産の状況及び本会の業務の執行状況に不正があると認める場合において、臨時総会を
招集すること。この場合の招集手続きは第２３条の規定を準用する。 

(3) 必要と認めた場合において、評議員会に出席して意見を述べること。 
 
（任 期） 
第１５条 役員の任期は、２年とする。ただし、補欠による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

2 役員は、再任を妨げない。 
3 役員は、任期満了の場合においても、後任者が就任するまではその職務をおこなわなければならな
い。 

 
（解 任） 
第１６条 役員としてふさわしくない行為があったときは、総会の議決により、解任することができる。 
 
（役員の補欠選任） 
第１７条 役員に欠員が生じたときは、第１３条の規定により、選任するものとする。 
 

第５章 最高顧問 
（最高顧問） 
第１８条 本会に最高顧問若干名を置くことができる。 

2 最高顧問は、会長が委嘱する。 
3 最高顧問は、本会の運営全般に関し、会長の諮問に応ずるほか、会長に対し意見を述べることができ
る。 

4 最高顧問の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
 

第６章 会 議 
（種 別） 
第１９条 会議は、総会及び評議員会とし、総会を通常総会及び臨時総会に分ける。 
 
（構 成） 
第２０条 総会は、会員全員をもって構成する。 

2 評議員会は、評議員をもって構成する。 
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（権 能） 
第２１条 総会は、この規約に規定するもののほか、次の事項を議決する。 

(1) 事業計画の決定 
(2) 事業報告の承認 
(3) その他本会の運営に関する特に重要なこと 

2 評議員会は、この規約に別に規定するもののほか、次の事項を議決する。 
(1) 総会の議決した事項の執行に関すること 
(2) 総会に付議すべき事項 
(3) その他総会の議決を要しない重要な会務の執行に関する事項 

 
（開 催） 
第２２条 通常総会は、毎年１回、事業年度終了後３月以内に開催する。 

2 臨時総会は、評議員会が必要と認めたとき、又は監事から会議の目的たる事項を示して請求があった
とき開催する。 

3 評議員会は、会長が必要と認めた時、又は評議員の３分の１以上から、会議の目的たる事項を示して
請求があったとき開催する。 

 
（召 集） 
第２３条 会議は会長が招集する。 

2 総会を招集するには、会員に対し、会議の目的たる事項及び内容並びに日時及び場所を示して、開会
の日の１０日以前に文書又は電磁的方法により通知しなければならない。 

 
（議 長） 
第２４条 総会及び評議員会の議長は、会長がこれに当る。 
 
（定足数） 
第２５条 会議は、総会においては、会員の、評議員会においては、評議員の２分の１以上の出席がなけ
れば、開催することができない。 

 
（議 決） 
第２６条 総会の議事は、この規約に別に規定するもののほか、出席会員の過半数をもって決する。 

2 評議員会の議事は、出席評議員の過半数をもって決する。 
3 可否同数のときは、議長がこれを決する。 

 
（書面表決等） 
第２７条 やむを得ない理由のため、会議に出席できない会員又は評議員は、あらかじめ通知された事項
について、書面又は電磁的方法をもって表決し、又は他の会員又は評議員を代理人として、表決を委
任することができる。この場合において、前２条の規定の適用については、出席したものとみなす。 
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（議事録） 
第２８条 会議の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 会議の日時及び場所 
(2) 会員又は評議員の現在数 
(3) 会議に出席した会員の数又は評議員の氏名（書面表決者及び表決委任者を含む） 
(4) 議決事項 
(5) 議事の経過及び要領ならびに発言者の発言要旨 
(6) 議事録署名人の選任に関する事項 

2 議事録には、議長及び出席した構成員の中から、その会議において選出された議事録署名人２名以
上が署名しなければならない。 

 
第７章 部会及び委員会等 

（部 会） 
第２９条 本会に、評議員会の承認を得て、事業の執行について審議等を行うための部会及び専門的事項
を研究討議する機関としての委員会等を置くことができる。 

 
第８章 資産及び会計 

（資産の構成） 
第３０条 本会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。 

(1) 会費 
(2) 寄付金品 
(3) 事業に伴う収入 
(4) 資産から生じる収入 
(5) その他の収入 

 
（資産の管理） 
第３１条 本会の資産は、会長が管理し、その方法は、評議員会の議決を経て、会長が定める。 
 
（経費の支弁） 
第３２条 本会の経費は、資産をもって支弁する。 
 
（特別会計） 
第３３条 本会は、評議員会の議決により、特別会計を設けることができる。 
 
（予算及び決算） 
第３４条 本会の収支予算は、会長が総会の議決を経て定め、収支決算は、事業年度終了後３月以内に、
その年度財産目録とともに、監事の監査を経て、総会の承認を得なければならない。 
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（事業年度） 
第３５条 本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１ 日に終わる。 
 

第９章 規約の変更及び解散 
（規約の変更） 
第３６条 この規約は、総会において会員総数の３分の２以上の同意を得なければ、変更することができ
ない。 

 
（解散及び残余財産の処分） 
第３７条 本会は、総会の議決により解散する。 

2 残余財産の処分については、解散を議決した総会においてこれを定める。 
 

第１０章 事務局 
（事務局） 
第３８条 本会にその事務を処理するため、事務局を置く。 

2 事務局には、事務局長及び職員若干名を置く。 
3 事務局長は、評議員会の同意を得て会長が委嘱し、職員は、会長が任免する。 
4 事務局の運営に関する必要な事項は、会長が、評議員会の議決を経て、別に定める。 

 
第１１章 雑 則 

第３９条 この規約の施行について必要な事項は、会長が評議員会の議決を経て別に定める。 
 

附 則 
① 本規約は、昭和６３年５月２６日から施行する。 
② 初年度の役員任期は、年度途中の選任であっても１年として計算する。 
③ 事業年度については、初年度は本会設立の日から始まったものとする。 

附 則 
本規約は、平成３０年６月７日から施行する。 
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アーバンインフラ・テクノロジー推進会議 

会 費 規 約 

昭和 63 年 5 月 26 日制定 
平成 18 年 5 月 29 日改定 
平成 22 年 6 月 2日改定 
平成 23 年 6 月 9日改定 
平成 30 年 6 月 7日改定 

 
（会 費） 
1 正会員 年会費２０万円とする。 
 
2 特別会員・研究会員 原則として年会費の支払いを必要としない。 
 
3 年会費については、毎年度通常総会終了後に一括納入する。但し、年度途中に入会が承認された者は、
当該年度の年会費については、入会申込時により、以下の通りとする。 
(1)  ４ ～ ６月 入会申込み ２０万円 
(2)  ７ ～ ９月 入会申込み １５万円 
(3)  10 ～ 12 月 入会申込み １０万円 
(4)  １ ～ ３月 入会申込み  ５万円 

 
4 年度途中でやむを得ず退会及び休会する場合においては、当該年度の年会費は納入する。 

 



UIT 規 約  2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 2024年８月 1日 改定版  


	
	2024.7.1現在

	空白ページ
	空白ページ



